
  令和 4 年 3 月定例会

問　
　

事
業
実
施
場
所
と
本
年
度
予
算
の
増
額
補
正
理
由
は
。

答　
　

本
事
業
は
県
事
業
で
あ
る
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

　
　
　
　

の
事
業
費
を
一
部
負
担
す
る
も
の
で
、
現
在
は
高
崎

　
　
　
　

地
内
を
整
備
し
て
い
る
。
本
年
度
、
加
速
化
対
策
事

　
　
　
　

業
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
整
備
距
離
が
約
30
メ
ー

　
　
　
　

ト
ル
延
長
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
事
業
費
を
増

　
　
　
　

額
す
る
も
の
。

◆  

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
　
　
　
　
　
【議
案
第
１４
号
】

◆  

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
　
　
　
　    

【議
案
第
１４
号
】

　
問  

園
芸
リ
サ
イ
ク
ル
負
担
金
の
補
正
額
が
大
き
い
が

　
　
　

要
因
は
。　
　

答   

こ
の
事
業
は
平
成
22
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
い
る

　
　
　

上
小
岩
戸
地
区
の
畑
地
帯
で
、
区
画
の
整
備
は
、

　
　
　

概
ね
完
了
し
て
い
る
。
現
在
は
第
２
工
区
幹
線
道

　
　
　

路
整
備
を
実
施
し
て
い
る
が
、
本
年
度
予
定
し
て

　
　
　

い
た
道
路
改
良
工
事
の
用
地
買
収
が
難
航
し
て
い

　
　
　

て
、
来
年
度
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
本
年

　
　
　

度
の
事
業
費
を
減
額
す
る
も
の
。

産
業
建
設

（委　員）

◎長  島

〇長  津

   野　村

   田　村

   大  槻

   小　川

 　常任委員会 Q & A

　
　
　
　

【議
案
第
３
号
】

小美玉市議会は３つの常任委員会 （総務 ・ 文教福祉 ・ 産業建設） を設置しています。

議員はいずれかの委員会に属して議案審査にあたります。

３月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

問   �

実
際
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
が
、
条
例
制
定
前
は
ど

の
よ
う
な
審
査
を
し
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
団

体
や
金
額
等
を
決
め
て
き
た
の
か
。

答   �

平
成
20
年
度
の
審
議
会
で
は
、
全
て
の
も
の
を
調
査
し

た
。
当
時
は
１
１
７
件
ほ
ど
市
の
監
督
事
業
が
あ
り
、

継
続
す
る
も
の
が
60
件
、
そ
の
他
見
直
し
・
廃
止
等
５0

件
ほ
ど
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
審
議
会
で
の
審
査
で
は

な
く
、
毎
年
の
３
か
年
実
施
計
画
や
予
算
ヒ
ア
リ
ン
グ

の
と
き
に
確
認
を
し
て
、
そ
の
際
に
見
直
し
の
事
務
的

確
認
を
し
て
い
た
。

　
　
　
　

【議
案
第
５
号
】

◆ 

小
美
玉
市
補
助
金
等
審
議
会
設
置
条
例
の
制
定

▲ 常任委員会での議案審査

◆ 

小
美
玉
市
職
員
の
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
施
定

　
問   

内
部
通
報
受
付
窓
口
は
ど
の
よ
う
な
体
制
で
や
る
の
か
。

答   �

内
部
通
報
窓
口
は
、
庁
内
通
報
窓
口
と
し
て
人
事
課

内
に
設
置
す
る
通
報
窓
口
と
外
部
通
報
窓
口
と
し
て

外
部
の
専
門
家
に
お
願
い
す
る
予
定
で
あ
る
。
通
報
が

入
っ
た
際
に
は
調
査
し
て
、
小
美
玉
市
内
部
通
報
制
度

委
員
会
で
調
査
し
て
い
く
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

　
問   

政
治
倫
理
審
査
会
委
員
７
名
は
適
正
な
人
数
な
の
か
。

答   ��

龍
ケ
崎
市
で
の
官
製
談
合
再
発
防
止
に
関
し
て
の
委
員

会
は
５
名
で
、
ほ
か
の
自
治
体
の
例
な
ど
を
参
考
に
し

て
、
７
名
以
内
で
組
織
す
る
と
し
た
。

◆ 

小
美
玉
市
長
等
の
政
治
倫
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

総
　
務

（委　員）

◎植 木

〇香 取

   岩 本 

   石 井

   戸 田

　
　
　
　

【議
案
第
４
号
】

　
　
　
　

【議
案
第
３
号
】
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議会だより 第 65 号

 　常任委員会 Q & A

問　

土
木
費
関
係
で
繰
り
越
し
事
業
が
数
件
あ
る
が

　
　
　

主
な
理
由
は
。

答  

国
の
補
助
事
業
に
よ
る
付
帯
工
事
の
追
加
や
、
軟

　

  　

弱
地
盤
解
析
を
進
め
る
中
で
追
加
の
地
質
調
査
等

　
　
　

が
必
要
に
な
っ
た
こ
と
等
の
ほ
か
、
警
察
と
の
交
差

　
　
　

点
協
議
、
田
ん
ぼ
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
確
認
、
残
土

　
　
　

搬
出
時
期
や
施
行
時
期
な
ど
、
地
元
と
の
協
議
に
時

　
　
　

間
を
要
し
た
た
め
事
業
繰
越
と
な
っ
た
。

◆ 

繰
越
明
許
費
補
正
　
　
　
　
　
　
　
　
【議
案
第
１4
号
】

▲ ドローン映像による市道確認

文
教
福
祉

（委　員）

◎村 田

〇島 田

   市 村 

   福 島

   谷 仲

問  �

条
例
で

「
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」
と

「
い
じ

め
問
題
専
門
委
員
会
」
を
設
置
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、

各
々
の
対
応
と
役
割
は
。

答  �

対
策
連
絡
協
議
会
で
は
、
関
係
行
政
機
関
か
ら
の
直
近
の
情

報
等
の
交
換
を
行
い
、
学
校
現
場
の
校
長
等
も
参
加
を
し
た

上
で
、
現
状
、
学
校
に
お
け
る
取
組
で
課
題
と
な
る
部
分
に

対
す
る
助
言
を
い
た
だ
く
。
専
門
委
員
会
に
お
い
て
は
、
い

じ
め
が
起
こ
っ
た
場
合
の
対
応
な
ど
、
学
校
事
案
に
対
す
る

初
期
で
の
対
応
と
し
て
、
必
要
な
措
置
の
専
門
的
な
協
力
を

要
請
し
、
い
じ
め
事
案
に
対
す
る
再
発
防
止
に
向
け
、
被
害

児
童
等
へ
の
ケ
ア
、
加
害
児
童
等
へ
の
助
言
、
保
護
者
へ
の

助
言
も
含
め
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
、
再
発
防
止
に
つ

な
げ
て
い
く
。

◆ 

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
と
い
じ
め
問
題
専
門
委
員
会

　
　
　
　

【議
案
第
6
号
】

▲ 開校前の小川北義務教育学校を視察

◆ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

問  

タ
ク
シ
ー
券
発
行
枚
数
と
利
用
者
は
ど
の
程
度
な
の
か
。

答  �

初
回
接
種
で
は
、
１
２
６
２
人
に
５
０
４
８
枚
送
付
、

追
加
接
種
で
は
、
１
１
５
４
人
に
５
３
０
８
枚
送
付
し
、

使
用
枚
数
は
１
４
２
６
枚
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

【議
案
第
14
号
】

◆ 

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
の
変
更	

問  �

改
定
に
よ
り
、
負
担
が
増
え
る
と
い
う
方
が
ど
の
程
度

に
な
る
の
か
。

答  �

国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
方
式
の
変
更
は
、
茨
城
県
の

国
民
健
康
保
険
運
営
方
針
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
か
ら

保
険
料
水
準
の
均
一
化
に
向
け
、
県
内
全
市
町
村
に
お
い
て

３
方
式
か
ら
２
方
式
へ
統
一
す
る
も
の
。
変
更
に
よ
り

前
年
度
比
で
同
じ
所
得
と
人
数
構
成
で
比
較
す
る
と
、
全

世
帯
で
５３.

８
％
の
世
帯
が
減
額
と
な
り
、
増
額
と
な
る

世
帯
は
、
３
万
円
以
下
の
増
額
と
な
る
世
帯
が
42.

８
％

３
万
円
以
上
５
万
円
以
下
の
増
額
と
な
る
世
帯
が
２. ９
％
、

５
万
円
以
上
増
額
と
な
る
世
帯
が
0.5
％
と
試
算
し
て
い
る
。

　
　
　
　

【議
案
第
１２
号
】
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